
帝釈峡マラニック大会実行委員会事務局
（いちばんづくり課   ☎0824-73-1278）

お問い合わせ・申し込み先

【申込期限】
10月22日（日）（必着）

【申し込み方法】
①インターネットサイト「ＲＵＮＮＥＴ（https://runnet.jp/）」から申し込む
②申込書をいちばんづくり課に提出して申し込む

【その他】
当日のスケジュール、コース、参加賞などの詳細については、大会

ＨＰまたは「ＲＵＮＮＥＴ」の大会要項をご覧ください

公式HP ランネット 申込書

◆ 拠点会場（受付・スタート・ゴール）
　 帝釈峡スコラ高原（神石郡神石高原町相渡2167番地）

当日は、力走するランナーへ地域の皆さんの
声援をよろしくお願いします！

ランネット

（神石郡神石高原町相渡2167番地）（神石郡神石高原町相渡2167番地）（神石郡神石高原町相渡2167番地）（神石郡神石高原町相渡2167番地）（神石郡神石高原町相渡2167番地）（神石郡神石高原町相渡2167番地）（神石郡神石高原町相渡2167番地）（神石郡神石高原町相渡2167番地）（神石郡神石高原町相渡2167番地）

エントリー
受付中！！アップダウンのある道を

中心に走る経験者向けの本格コース

ロングコース（65㎞）の部

●コ ー ス 帝釈峡スコラ高原～雄橋～東城市街地
～帝釈川ダム～トレイルセンタ―しんりゅう湖～
花面公園～ながの村～龍雲寺～帝釈峡スコラ高原
●参加資格　高校生以上で完走できる自信のある人
●募集人員　200 人
●参 加 料 １万２千円

おんばし

はなづら りゅううん じ

気軽に参加できる距離で、
帝釈峡の魅力が満喫できるピクニックコース

●コ ー ス 帝釈峡スコラ高原～雄橋（折り返し）
　　　　　　～帝釈峡スコラ高原

●参加資格　小学生以上
　　　　　 （小中学生が参加する場合は大人同伴）
●募集人員　各 150 人
●参 加 料 ４千円（中学生３千円、小学生２千円）

ショートコースの部

※①②いずれかのコースを選んでエントリーしてください。

①雄橋コース（約12㎞）

●コ ー ス 帝釈峡スコラ高原～神龍湖（周遊）～
　　　　　　帝釈峡スコラ高原

②神龍湖コース（約９㎞）

名勝・国定公園帝釈峡記念事業

10時スタート（制限時間５時間）

７時スタート（制限時間10時間）

〒727-8501　広島県庄原市中本町一丁目10番1号

日
11月26日

開催

「帝釈峡マラニック大会」開催します
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６
月
７
日
、
市
は
レ
ス
リ
ン
グ
な
ど
の
競

技
で
世
界
的
な
選
手
を
数
多
く
輩
出
し
て

い
る
至し

が
っ
か
ん

学
館
大
学
（
愛
知
県
大
府
市
）
と
、

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
協
定
は
、
地
域
振
興
に
関
す
る
こ
と
、

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
、

人
材
の
育
成
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
本
市
出
身
の
元
衆
議
院

議
員
亀か

め
い井
静し

ず
か香
さ
ん
が
、
同
大
学
谷た

に
お
か岡

郁く
に
こ子
学
長
と
親
交
が
あ
っ
た
縁
か
ら
、
本

市
と
同
大
学
が
協
議
を
重
ね
、
こ
の
た
び

の
締
結
に
至
り
ま
し
た
。
同
大
学
が
、
中

国
地
方
の
自
治
体
と
協
定
を
締
結
す
る
の

は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　

締
結
式
で
木
山
耕
三
市
長
は
「
大
学
と

連
携
し
、
本
市
が
抱
え
る
地
域
課
題
の
解

決
や
、
地
域
に
活
力
が
生
ま
れ
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
谷
岡
学
長
は
「
大
学
の
持
つ
ノ

ウ
ハ
ウ
や
、
強
み
で
あ
る
行
動
力
、
学
生
の

持
つ
若
い
視
点
を
生
か
し
た
連
携
を
行
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
協
定
に
基
づ
き
、
大
学
の
持
つ

知
的
・
人
的
資
源
を
活
用
し
た
取
り
組
み

を
推
進
し
ま
す
。

木山市長（左）と谷岡学長

地域課題の解決に向けて
至学館大学との包括連携協定を締結
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